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第 404回 例会 

2022年 6月 1日 13:00～ 

■司 会 岡本聡哉 例会・出席・親睦委員長 

■斉 唱 君が代、奉仕の理想 

■出席報告 出席者数 15 名 / 27 名 

 出 席 率 55.60 % 

■ゲ ス ト  

■ビジター  

ニコボックス 

〇 菊地富士子 会長 

本日は加藤正広さんに卓話頂きます。 

どうぞ宜しくお願い致します。 

〇 加藤正広 副幹事 

本日、職業奉仕委員会として卓話させて頂きま

す。新しいやり方での委員会事業ですので旨く

行くか分かりませんが、ロータリーの友情を持っ

てお許しください。 

〇 安井忠 ロータリー財団委員長 

今日もいい天気です。２か月前より左肩が痛い

のです。50 肩だそうです。いい歳なのに肩だけ

は若いです。 

〇 荒山久美 米山奨学委員長 

先月５月１４日に一人娘がようやく結婚しまし

た。３２歳のバカ娘のパンツ洗いから解放され

喜びもひとしおです。」 

7月度 誕生日お祝い 

７月度はありません。 

会 長 挨 拶 

皆さんこんにちは。本日は第

404回例会です。例会に参加い

ただきありがとうございます。本

日は親愛なる当クラブの会員加

藤正弘様に職業奉仕の卓話を

いただきます。どうぞよろしくお

願いします。昨日、国際ロータリ

ー第 2760 地区ヒューストンガバ

ナーナイト in JAPAN が東急ホ

テルで開催されました。アトラクションに生田サリーさん

も参加されました。ありがとうございました。 

さて、本年度もいよいよ最終月となりました。本日は僭

越ながら私の父の話しさせていただきます。私の父は

私の顔を見たことがありません。父は小学生高学年の

時より徐々に視力を失い 19 才で失明しました。いつも

ニコニコと笑っている人でした。私の子供のころは住み

込みの女性のお部屋があり一人または二人のお姉さん

が一緒に暮らしていました。毎日通って来るおじさんも

いました。私の兄弟は 4 人ですので父を含めて 5 人の

子供を母が一人で世話をするわけです。旅行というと

お姉さんたちやおじさんも一緒に行くわけですから大

所帯です。ですが私が小学生高学年になったころその

お姉さんたちはいなくなりおじさんだけになりました。何

故そのお姉さんたちがいなくなったのかと母に聞くと、

あなたたちが食事の支度やお掃除等を自分でするた

めだといいました。私が大学を卒業してすぐ父と二人で

ときどき東京へ行きレストランに行くのですが、お店によ

って父の扱いが異なるのです。一度カジュアルな銀座

のお店に連れて行こうとしたのですが、折角予約したに

も拘わらず入口で断られたこともありました。 

一流のお店、一流の人。一流のフレンチのお店やお

寿司屋さんは父に対する対応は他のお客様と全く変わ

らずむしろほんの少し丁寧です。父はいつもニコニコし

ていました。妹の学生女子寮に父が電話をしてきたとき

のエピソードを一つ話します。当時、ケータイもなく電話

当番が伝言をノートにのこします。「娘がコンタクトレン

ズを買うそうだが、目玉にいれるものですから、お店で

一番いいものを買うように言ってください。いくらでもだ

します」のような内容だったそうです。父は若いころ祖父

にこう言われたといっていました。「お前は盲人であるこ

とを決して恥じることはない。」「盲人であるからできない

ことは何かあるか。」「もしあるとすれば、自分のできない

ことをしてくれる人を見つければよいだけだ。」「だから

何も困ることはない」と言われたそうです。いつもポジテ

ィブで 笑顔を絶やさず 自分がやりたいことを実現さ

せる人でした。 

本年度も後一か月となりふと父を思い出しました。高

いところより大変失礼しました。またウクライナの子供た

ちの今の状況を見聞きしこのお話をさせていただきまし

た。後一か月引き続きよろしくお願いします。ありがとう

ございました。 

ポール・ハリス・フェロー認証 

ポール・ハリス・フェローとは、ロータリー財団に 1,000

米ドル以上の寄付をした人、または名義人を称える認

証です。今回、生田瀬津子会員が認証されました。菊
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地富士子会長より認証状が手渡されました。 

 

卓 話 

皆さんこんにちは、今年度職業奉仕委員長を務めま

す加藤です。例年は、メンバーの須賀さんのお店「シェ

コーベ」と伊藤さんのお店「香楽」そして、ここ相京さん

の ANA クラウンプラザホテルグランコート名古屋でのお

店へ職業奉仕事業として、親睦夜間例会を開催してお

りましたが、今年はそれに加えメンバーのボルジドさん

の新しい事業の職場訪問をコロナ禍の中ですので、ビ

デオ撮影をしてまいりました。 

これは、次年度地区研修協議会での勉強会の中で、

コロナ禍に対応するビデオ訪問を教えて頂き、それを

やってみようとチャレンジをした事です。 

この為に小型ビデオ機器を購入したのですが、操作が

難しくてとても上手く出来ませんので、今回はたまたま

ボルジドさんの社員さんに撮影をして頂き、副委員長の

長谷川さんにインタビューを手伝って頂き出来上がりま

した。昨晩まで編集にかかり本日朝届けて頂だいたの

で、私もまだ観ておりませんが、26 分 30 秒のビデオを

ご覧下さい。 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

如何でしたでしょうか････ 

皆様への特典も多々ありますので、是非一度ご検討を

して頂ければ幸いです。 

以上、職業奉仕事業の卓話を終了致します。 

ご清聴有難う御座いました。 

 

 

 


